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7.N-lsopropyl-[123Ⅰ]p-lodoamphetamine
による局所脳血流量の測定

土屋 俊明･伊藤 寿介 瑠 粘 詔 芸部)

小田野幾雄 ･酒井 邦夫 億 射豊科大 学)

spECTによるCBFイメージング用薬剤として開発

された N-Isopropylサ [123Ⅰ]-Iodoamphetamineを

用いた rCBF定量測定を試みたので報告した.

Kuhl.等の方法に順じて,対向2門回転型ガンマカメ

ラを使用し,成人男性ボランティア4名 (23-27才)に

対し測定を行った.

meanCBFは 49.5±4.7ml/100gbrain/minとな

り,rCBFは cbll.cortex47.0±5.2,frontalcortex
54.0±3.7,temporalcortex51.7±3･6,visualcortex

49.4±2-5,parietalcortex44.8±2.1であり,frontal

dominantの傾向を示した.

8.非機能性副腎腫癌の画像診断

程 遠豊 :歪村 # (監射鮎 大 学)
酒井 邦夫

秋田 晃- (票畠鮎語合)
内分泌活性を呈きぬ副腎後腹膜部の腰痛性病変の画像

診析は,CT,超音波の進歩普及した今日尚困難である.

病理学的結論の得られた5例について検討を加えた.(1)

24才男性,後腹膜神経節性神経腫 (2)56才女性,右副

腎リンパ管腫 (3)51才女性,左副腎骨髄脂肪腫 (4)66

才男性,左傍副腎神経節腫 (5)27才女性,右腎細胞癌.

いずれも原発巣をめぐり腎,副腎,後腹膜の局在診断が困難

であった.CT画像で腫膚と隣接した臓器の変形所見は診

断根拠となり得ず,又,血管造影で同定された腫癌の主

栄養動脈が原発臓器の固有動脈であるとは限らなかった.

しかし腎上極部腰湯と副腎腫虜との鑑別に,腎動脈分枝

の分布の有無や 131Ⅰアドステロールシンチグラムの解

析が役立つ症例がある事が示唆された.

9.結果的に肺炎であった勝腫癌性病変

遠藤次歪諸君俊聖(謂赤十字病院)
石川

肺癌を否定しきれず手術を施行 し,結果的に肺炎で

あった4例と,豚癌切除例 5例の画像診断上の問題点に

ついて検討した.その結果,ERCPの所見を詳細に検

討することで肺癌と肺炎の鑑別は多くの例で可能であっ

た.USでは境界明瞭な低エコー腫場と尾側牌管の拡張

を認めれば肺癌の可能性が高いが明瞭な腫療像が得られ

ない執勤ま鑑別がむずかしかった.ルーチンの enhanced

CTでは腫癌が小さい場合は癖でもはっきりした低濃度腫

癖を示さず肺炎との鑑別はむずかしかった.腹腔動脈及び

上腸間膜動脈造影によるルーチンの血管撮影では僻内動脈

を明瞭に造影することができず小肺癌と肺炎の鑑別はむ

ずかしかった.以上の画像診断によっても鑑別困難な例

があり,それらは臨床経過を加味して経過監察するか,

あるいは手術もやむを得ないと思われた.

10. 胆石溶解療法の適応決定における CTの
有用性について
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胆石溶解療法の適応決定におけるCTの有用性につい

て検討し,以下の結論を得た.

1.実験および臨床成績より,通常のⅩ線撮影法で胆

石の石灰化が不明な場合でも.胆石のカルシウム含有量

が1%以上存在すれば,CTで胆石の石灰化を検出でき

た .

2. 胆石溶解療法が有効な症例では,全例CTでも石

灰化を検出できず,またCTで石灰化が検出された症例

では,全例胆石溶解療法が無効であった.

3.CTで石灰化のみられる胆石は,通常のⅩ線撮影法

でⅩ線透過性胆石であっても,胆石溶解療法の適応から

除外できる.

4.CT を適応決定に応用することで,従来の適応基

準により症例を選択した場合より,胆石溶解療法の有効

率を2倍に高めることができた.

ll. 超音波検査法による肝癌検診

尾崎 俊彦 ･広瀬
大野 隆史 ･原
西川 温博 ･岸
青柳 豊 ･吉川
上村 朝輝 ･市田

当
′
大
科
潟
内3
億
博

一
範

裕明
弘

慎
秀

文

(目的)B型肝炎ウイルスの疫学調査を継続している地

区での肝癌検診の6年間の結果を集計すると共に検診の

問題点について検討した.

(方法)HBs抗原保有率が約9%と高率である佐渡郡

Ⅰ地区の住民を対象に HBs抗原 ･抗体,AFP,肝機能
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検査を施行し,肝癌の Highriskgroupを中心に US

を併用した.

(結果)延べ924名にUSを施行し,原発性肝癌 3例

(0.3%),転移性肝癌1例 (0.1%),肝血管腫5例 (0.5

%),肝嚢胞13例 (1.4%)計22例の限局性肝疾患が発見

された.原発性肝癌3例中 1例は USで見落したが

AFPは全例陽性 (234-22,000ng/ml)であった.又

USでは肝血管腫4例中2例を肝癌と誤診した.原発性

肝癌3例中2例は 3cm 未満の小肝癌で肝切除術が施行

された.

(結論)肝癌の集検 usと AFPを併用した結果,原

発性肝癌の発見率は0.3% (3/924)であった.現在,戟

我は50才以上の男性で HBs抗原性の肝機能異常者を住

民から1次スクリーニングして,USとAFP を併用し

ている.

12.CT上,上咽頭に腫癌形成を認めた

白血病と神経芽細胞腫

削 道夫'黒川茂樹(髭綿病院)前田春男
高野美紀子 ( 同 小児科)

村松公美子 ( 同 内 科)

症例1. 急性リンパ性白血病の経過中に上咽頭及び鼻

腔に急速に腫癖を形成し,呼吸困難をきたした27才の女

性.
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症例2.腹部神経芽細胞腫の術後に上咽頭附近に転移

をきたし,呼吸困難と鼻出血がみられた9才の男性.

以上の2症例についてCT像を申し､にのべるとともに,
いずれの症例にも放射線治療の効果が著明であったこと

を報告した.

また,若干の文献的考察を加えた.

13.高安動脈炎における DSAの有用性に
ついて

捧 彰 .木村 元政 (歪射豊科大 学)酒井 邦夫

intvavenousdigitalsubtractionangiography

(DSA)の施行されている18例の大動脈炎症候群症例に

いて検討した.外来で施行できるDSA検査は,大動脈

炎症候群のスクリーニング,経過観察として有用である.

又,大動脈炎症候群確定診断のため必要とされる大動脈

造影の役割りを DSAは十分に果たすものと考えられる.
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